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１ 開会 

 

 

２ 宇治市立幼稚園保護者アンケートについて 

 

     

３ 認定こども園への移行について 

 

 

４ 公立幼稚園の意義と役割について 

   

 

５ 次回の開催について 

 

 

６ 閉会 
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宇治市立幼稚園保護者アンケート 

 

 

 

平成２８年度  宇治市立幼稚園ＰＴＡ連合会実施 

 

  

 〇概要 

宇治市立幼稚園ＰＴＡ連合会が、宇治市立幼稚園在園児の保護者全体の意見を取り入

れるため、宇治市立幼稚園のあり方や取組等についてのアンケートを実施し、集約され

たもの。 

 

 

 〇内容 

  アンケート質問票 …Ｐ１ 

アンケート集計結果 …Ｐ２～５ 
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認定こども園の概要について 
 

１．認定こども園とは 

教育・保育を一体的に行う施設で、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ

もっている施設です。 

 

① 就学前の子どもに幼児教育・保育を提供する機能 

保護者が働いている、いないに関わらず受け入れて、教育・保育を一体 

的に行います。 

 

 

 

 

 

 

＜イメージ図＞  

                  認定こども園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園  保育所 

・幼児教育                         ・保育 

   ・３歳～就学前 ・０歳～就学前 

の子ども                            の保育が必要 

                                     要な子ども 

②地域における子育て支援機能 

 すべての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談活動や、親子の

集いの場の提供などを行います。 

 

就学前の教育・保育を一体として捉え、    

一貫して提供する枠組み 

就学前の子ども

に幼児教育・ 

保育を提供 

地域における 

子育て支援 
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２．認定こども園 ４類型の比較 

認定こども園には、地域の実情や保護者のニーズに応じて選択が可能と

なるよう多様なタイプがあります。 

類型 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型 

概要 

幼稚園的機能と保

育所的機能の両方

の機能をあわせ持

つ単一の施設 

 

認可幼稚園が保育

が必要な子どもの

ための保育時間を

確保するなど保育

所的な機能を備え

た施設 

認可保育所が保育

が必要な子ども以

外の子どもも受け

入れるなど幼稚園

的な機能を備えた

施設 

幼稚園・保育所い

ずれの認可もない

地域の教育・保育

施設が認定こども

園の機能を備えた

施設 

 

法的 

 性格 

 

学校かつ児童福祉

施設 

学校 

（幼稚園＋ 

 保育所機能） 

児童福祉施設 

（保育所＋ 

 幼稚園機能） 

幼稚園機能＋ 

保育所機能 

 

設置 

主体 

 

国、自治体、 

学校法人、 

社会福祉法人 

国、自治体、 

学校法人 

 

       制限なし 

 

職員 

要件 

 

・保育教諭※ 

（幼稚園教諭＋ 

 保育士資格） 

・満３歳以上 

（両免許・資格の併有が望ましいがいずれかでも可） 

・満３歳未満 

（保育士資格が必要） 

 

 

給食 

提供 

 

 

・２号（保育を必要とする満３歳以上の子ども）及び３号（保育を必要とする満３

歳未満の子ども）に対する食事の提供義務 

・自園調理が原則 

・調理室の設置義務（満３歳以上は外部搬入可） 

 

開園

日・ 

開園 

時間 

 

・１１時間開園 

・土曜日の開園が

原則（弾力運用

可） 

 

地域の実情に応じ

て設定 

・１１時間開園 

・土曜日の開園が

原則（弾力運用

可） 

 

地域の実情に応じ

て設定 

※幼稚園教諭免許又は保育士資格のどちらか一方しか有していない者は、新制度移行後５

年間に限り、保育教諭となることができます。 
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３．学級編成 

   満３歳以上の教育時間（４時間程度）については、学級を編成することに

なります。 

 

４．教育・保育の内容 

  ・幼保連携型 

   幼保連携型認定こども園教育・保育要領を踏まえて実施。 

 

 ・幼稚園型 

   幼稚園教育要領に基づき実施。 

 

  ・保育所型 

   保育所保育指針に基づき実施。 

   

  ・小学校における教育との円滑な接続 

 

  ・認定こども園として特に配慮すべき事項を配慮 

 

５．認定区分 

   子ども・子育て支援新制度では教育・保育を利用する子どもについて、

３つの認定区分を設けています。 

  ・１号認定（教育標準時間）・満３歳以上⇒認定こども園、幼稚園 

 

  ・２号認定（保育標準時間・短時間）・満３歳以上⇒認定こども園、保育所 

 

  ・３号認定（保育標準時間・短時間）・満３歳未満⇒認定こども園、保育所、 

地域型保育 
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奈良市立都
み

跡
あと

こども園の取組について 
 

 

１．都跡こども園の概要 

 ① 設立 

  平成２６年度より、都跡幼稚園と佐紀幼稚園を再編し、認定こども園を設立 

 （平成２６度は幼稚園型認定こども園、平成２７年度より幼保連携型認定こど

も園へ移行） 

 

 ② 定員 

  教育部分（１号定員） １４０名 

  保育部分（２号定員）  ３０名 

  保育部分（３号定員）   ０名 

 

２．幼稚園から認定こども園への移行にあたって 

 ① 認定こども園移行にあたっての施設整備 

   ・給食調理室の設置（用務員室を利用） 

   ・冷暖房設備の設置 

   ・床改修 

   ・園庭の再整備 
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 ② 認定こども園移行にあたっての保育内容の変更 

  ・３年保育の実施（１号認定） ※移行前は２年保育 

  ・預かり保育の実施（１・２号認定） 

    １日５００円（２号については、短時間認定の場合１時間１００円） 

  ・給食の実施 

    クックチル方式による給食を提供 

    ⇒外部搬入による給食を給食設備で温めて園児へ提供 

  ・家庭的保育事業の実施 

    １教室を民間事業者が家庭的保育を行えるように整備 

    ※平成２８年９月現在、実施事業者なし 

 

 

 

 

 

 

 

３．宇治市立幼稚園との比較 

 ① 幼稚園再編による効果 

  都跡幼稚園と佐紀幼稚園の２園を再編したことにより設置された認定こど

も園であることから、園児数が一定数確保でき、各歳２クラス編成となってい

る（宇治市立幼稚園は４園すべて各歳１クラス）。このことにより、園児同士

に複数の集団が形成でき、園児・教諭ともに教育・指導面での効果が期待でき

る。 

 

 ② 認定こども園化による子育て支援機能の強化 

  認定こども園化することによって、福祉施策的な要素が取り入れられ、未就

園児保育や子育て相談などの子育て支援が手厚く行われている。このことに

よって、地域の保護者の不安や期待に柔軟に対応していくことができる。 

 

 ③ 保護者交流への効果 

  認定こども園化により、１号子どもと２号子どもの保護者の間に交流がう

まれ、これまでになかった情報交換や交流の輪ができる。また、園の行事につ

いても、１・２号のそれぞれの子どもや保護者に合わせ、より工夫を凝らした

ものとなっている。 
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京都市子育て支援総合センター 

「こどもみらい館」の取組について 

 

１．こどもみらい館の概要 

 ① 設立 

  子育てに不安や悩みを持つ保護者の子育てを支援し、安心して子どもを産

み育てることのできる環境を整備する施策の一環として、平成１１年１２月

に元竹間小学校跡地に開館。（京都市立中京もえぎ幼稚園を併設） 

  竹間小学校は平成７年に御所南小学校に統合。 

 

 ② 施設の概要 

  ・鉄筋コンクリート造 地下１階地上４階建 

  ・敷地面積 2,797㎡ 

  ・延床面積 4,666㎡ 

  ・所在地 京都市中京区間之町通竹屋町下る楠町６０１－１ 

 

２．こどもみらい館の事業内容 

 ① 研究・研修事業 

 ・保育所、幼稚園、私立、市立、国立の垣根を越えた「共同機構」による研

究プロジェクトを実施 

 ・共同機構研修会における就学前教育の充実、専門性の向上 

 

② 相談事業 

  ・臨床心理士・保健師・保育士・医師・ボランティア等による子育て相談・

健康相談・電話相談等を実施。 

  ・こども元気ランドでの子どもへの遊び場、親の交流場所の提供。 
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 ③ 情報発信 

  ・子育ての楽しさ再発見、子育て不安の解消、親同士の仲間づくりをテーマ

として各種子育て講座の実施。 

  ・子育て図書館における、貸出・閲覧とともに読み聞かせなどによる絵本・

お話とふれあう機会づくりの実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ 子育て支援ネットワークづくり 

  ・電話相談ボランティアや子育て支援ボランティアに対する養成講座・研修

の実施による子育て支援の土壌づくり。 

  ・子育てサークルの情報コーナーの設置による、親同士の交流・ネットワー

クづくりの支援 

 

 

３．宇治市との比較 

 ① 共同機構の機能について 

   宇治市では、こどもみらい館に設置されているような共同機構における

研修設備は有していない。共同機構のように、保育所、幼稚園、私立、公立

の垣根を越えた研修システム・設備を構築できれば、就学前教育の質の向上

が期待できる。また、共同機構に小学校を取り込むことで、宇治市教育振興

基本計画に位置付けられている「保幼小連携の強化」を図ることができる。 

 

 ② 相談機能について 

   現在、宇治市立幼稚園では、在園児や未就園児事業に訪れる子どもの保護

者の子育てについての相談を受けている。このような取組について、「こど

もみらい館」のようにセンター的な位置付けで子育て相談や情報発信等を

行うことができれば、宇治市全体の子育て支援の機能の向上が期待できる。 






